
●アプローチ

往路　池袋択一(西武池袋･

秩父線急行I時慨粉)一西

武秩父駅- (徒歩3分)一御

花灼択一(秩父鉱酸5分) -

三時口駅- (両神村営バス20

令) -白井差口

復路　白井差ロー柄紳村営
パス20分)一三時口駅- (秩

父鉄道25分) -御花畑駅-

(徒歩3分) -西武秩父駅-

(西武秩父･池袋頼急行I時

間30分) -･池袋駅

●コースタイム

白井差口- (4031)一白井差
- (l時間20分)一一位ガタ

ワー(3031)一両神山- (30

令) -ミヨシの岩- (4031)

-大峠- (l時帆0分)一白

井差- (30分)一白井差ロ

●問い合わせ先

両神村役場/./両神村営バス

忠)494･79･日22

古びた社ガ歴史を物有る､由括あるLUだ

典艶棚　大滝
村の荒川沿いに立つ臼井り温

泉｡ l階にヒノキ風呂と地下

1階に岩風呂がある｡どちら

の風呂からも荒川の馳く

堪能できる｡神擬病や親和蕗､

花粉症などに効く｡ ㈹
宝も尭嵐か94･55･0126

秩父いのしし事　秩父我社三

峰口の近くで名物のイノシシ

勧(食べられるのがここ｡旬

の輔やキノコが入ったiAは

ヘルシーなので女性にも人丸

前菜からデザートまでコース

になっているので靴

伽94･54･0168

埼
玉
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端
'
群
馬
と
の
県

境
近
-
に
位
置
す
る
名
峰
が
両
神
山

だ
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標
高
は
1
7
2
4
メ
ー
ト
ル
と
平

凡
だ
が
､
日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ

る
だ
け
あ
っ
て
魅
力
は
多
い
｡
ま
ず
,

そ
の
山
容
｡
山
頂
部
は
ノ
コ
ギ
リ
の

歯
の
よ
う
に
､
鋭
い
岩
頭
が
連
な
っ

て
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る
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ま
け
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右
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落
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あ
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あ
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多
彩
な
顔
を
も
つ
山

や
ま
と
た
け
も
の
み
こ
と

代
に
さ
か
の
ぼ
る
｡
日
本
武
尊
が
東

征
の
折
'
こ
の
山
を
八
日
間
見
な
が

ら
旅
を
し
た
こ
と
か
ら
八
日
間
山
と

名
づ
け
ら
れ
'
そ
れ
が
宗
教
的
な
竜

神
と
結
び
つ
き
'
両
神
山
に
転
化
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
信
仰
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ひ
な
L
J
お
お

で
あ
る
両
神
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館
の
日
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大

や谷
に
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官
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山
頂
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あ
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こ
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験
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ら
れ
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サ
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､
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'
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な
る
の
だ
｡
さ
ら
に
'
初
夏
に
は

コ
ノ
ハ
ズ
ク
の
｢
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
｣

と
い
う
鳴
き
声
を
聞
-
こ
と
も
で
き

る
｡
山
好
き
に
は
興
味
の
尽
き
な
い

山
な
の
だ
｡

こ
こ
で
は
'
花
を
見
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介
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白
井
差
口
か
ら
車
道
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登
っ
て
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-
と
'
4
0
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井
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集
落
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右
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山
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い
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を
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り
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と
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が
I

位
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タ
ウ
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と
息
入
れ
て
､

左
の
尾
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を
登
っ
て
い
く
｡
急
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が

続
き
'
鎖
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も
登
場
｡
だ
が
'
慎
重

に
登
れ
ば
'
そ
れ
ほ
ど
危
険
は
な
い
｡

さ
ら
に
尾
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を
た
ど
っ
て
い
く
と
'

清
滝
小
屋
か
ら
の
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と
合
流
｡
両
神

み

た

け

神
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と
御
岳
神
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の
小
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あ
る
｡
真
土
見
坂
を
登
り
'
稜
線
に

出
た
ら
'
右
に
｡
短
い
鎖
場
を
越
え

る
と
'
両
神
神
社
奥
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が
あ
る
頂
上

に
着
-
｡
山
頂
部
は
視
界
が
3
6
0

お
く
ち
ち
ぷ

度
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け
､
展
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は
抜
群
｡
奥
秩
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く

た
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多
摩
の
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よ
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土
山
､
西
に
八
ヶ
岳
､
北
に
は
上
州

の
山
々
が
一
望
で
き
る
｡

も
っ
と
も
山
頂
は
狭
-
'
登
山
者

の
多
い
時
期
は
'
の
ん
び
り
し
て
も

い
ら
れ
な
い
｡
ひ
と
息
つ
い
た
ら
下

ぼ
ん
て
ん

山
だ
o
先
天
尾
根
を
商
に
向
か
う
｡

大
笹
の
ピ
ー
ク
を
越
え
､
ブ
ナ
林
の

中
の
斜
面
を
下
っ
て
い
く
と
ヒ
ゴ
の

あ
ん
ぷ

タ
オ
と
呼
ば
れ
る
鞍
部
｡
展
望
の
い

い
三
ヨ
シ
の
岩
を
越
え
'
下
っ
て
い

お
お

け
ば
'
大
峠
に
着
-
o
分
岐
を
左
に

折
れ
'
雑
木
林
の
斜
面
を
下
っ
て
い

-
と
沢
筋
に
｡
こ
の
あ
た
り
で
は
ニ

リ
ン
ソ
ウ
の
群
落
も
見
ら
れ
る
｡
花

を
見
な
が
ら
下
り
て
い
-
と
'
や
が
　
耶

て
白
井
善
の
集
落
｡
さ
ら
に
3
0
分
ほ

ど
で
白
井
差
口
の
バ
ス
停
に
戻
れ
る
｡


